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ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＴＯＫＡＣＨＩ 

十勝ワイズメンズクラブ 
ワイズメンズクラブ国際協会東日本区 

THE SERVICE CLUB 

TO THE YMCA 

2023-2024 11月号

CHATERED 1977 

十勝クラブ会長  池 田 正 勝   主 題 『 愛をもってチャレンジを  』 

国  際 会 長    ｳﾙﾘｯｸ ﾗｳﾘﾄﾞｾﾝ 【ﾃﾞﾝﾏｰｸ】 『輝かそう、あなたの光を』 

アジア太平洋地域会長  利根川 恵子    【川越】   『変革のための光となろう』 

東日本区理事   山 田 公 平    【宇都宮】 『未来のために今、学びと気づきを！未来のために、自

信を育み、真の喜びに出合う！』 

北海道部部長   古 賀 勝 己    【北見】    『楽しく 仲良く 活動しよう  

オール北海道で 日本区大会を盛り上げよう』 

事務局 〒080-0312 北海道河東郡音更町南鈴蘭南 4丁目 5－5 とかち帯広 YMCA 内  T 0155-32-5561 

 

 

会員 月出席者 ニコニコボックス  ク ラ ブ 役 員 
在 籍   19 名 
(内広義)  (2 名) 
＜2 名入会＞ 
 
出席率   88% 

ﾒﾝﾊﾞｰ          14 名 
ﾒﾈｯﾄ･ｺﾒｯﾄ   0 名 
ｹﾞｽﾄ         1 名 
ﾋﾞｼﾞﾀｰ      0 名 
ﾒｲｷｬｯﾌﾟ     1名 
計       16 名 

前月残高 321,778円 

今月入金     13,500 円 

今月支出       0 円 

今月残高 335,778 円     

会  長 池田 正勝 

次期会長 重堂 幸恵 

副 会 長  山田 敏明 

〃    大竹 由子    

書  記 山本 雅之 

会  計 中村 義春 

直前会長 久保田和寿 

担当主事 川口  豊 

11 月役員会報告   

＜山本ワイズ報告参照＞ 

日 時 2023 年 11 月 6 日(月)19:00～20:00 

出席者   池田/川口/重堂/中村/増中/矢竹/山田/山本 

1．11 月 20 日(月)例会 場所：ノースランド 

  ゲスト：折衝中  当番：大竹由子ワイズ 

２．もち米寄贈について 11 月 28 日(火) 9 時集合 

  A 班（中札内高等養護学校に集合）Ｂ班（帯広

養護学校に集合）寄贈先は例年通り、訪問文を

山本ワイズが作成、連絡は池田会長が行う。寄

贈後、昼食を摂る。 

３．東日本区大会関係 ・各部会訪問 あずさ部、

関東東部、東新部、富士山部、湘南沖縄部 

４，第 30 回アジア太平洋地域大会 11/3-5 

      山下ワイズが参加する 

5．YMCA 報告 11/14 収穫感謝礼拝 

11/17 石丸ワイズによるリトミック体験 

11/25 幼保園発表会 12/1講習会（ワイズより

講師料 5,000 円を補助）   

・ハロウィン行事にワイズからお菓子の寄贈 

６．その他・YMCA バザーの経費の報告。・宮澤ワ

イズ(北見)、大竹ワイズ(ご母堂)の葬儀に際し会

より香典など支出。12月例会の出演候補打診。 

１2 月役員会 1２月４ 日(月)19 時より 寿し政  

１２月クリスマス例会(EMC・MC)  12 月 18 日(月)  

当番：重堂ワイズ・川口ワイズ 

 

11 月例会報告＜ワイズ理解・ASF＞ 

                 月当番 大竹由子 

11 月 20 日の例会は、帯広の森”はぐくー

む”施設長の日月(たちもり)さん(京都出身)に帯

広の森の歴史や木育のお話をして頂きました。 

今、私達が住んでいるこの十勝、帯広は、開

拓される前は森林と草原だったとの事。実際、

私の祖父母は四国の徳島から 130 年以上前、吉

野川をいかだで下って北海道十勝に開拓に来

て、開墾しては土地を広げて行ったと聞いてい

ました。当時の原野の状況をスライドで見せて

頂き、改めて開拓の厳しさを想像させられまし

た。今私たちが在るのは開拓者の苦労の賜物な

のですね。今更ながら皆様に心から感謝です。 

そんな帯広で開拓され農地になっていた土地

を、約 50 年前にウィーンの森に感銘を受けた

当時の吉村市長が、近代的田園都市を目指し再

び森に戻すという構想を掲げ、できたのが

400ha もある現在の帯広の森。市民による森創

りを計画し、私も 35 年ほど前に農地跡地の様

な場所に植樹した事を懐かしく思い出し、あの

木がこんな大きな木に育ったのかとスライドを

見ながら感動してしまいました。 

現在、この森は完全な森になるまではまだ半

ばの様ですが、街の近くという事もあり、全て

市民ボランティア10団体で、間伐や草刈り小道

づくりなどの整備をして下さっています。 

 

 

 

《今月の聖句》ルツは言った。私はあなたの行かれるところに行き、お泊りになる所に泊ま 

ります。あなたの民はわたしの民、あなたの神はわたしの神。  ルツ記 1 章 1～18 節  
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11 月例会   

日月
たちもり

 伸氏のスピーチ  

現在、各部大会を中心に来年 6 月 1 日の十勝

大会のアピールを行ってきました。 

多くの励ましと大会に対する期待をひしひし

と感じているところです。 

 

今大会は 1 日大会として開催されます。日曜

礼拝後に解散となりますのでその後の行動は

自由です。 

皆さまがそれぞれ自由に北海道旅行を計画し

楽しまれてはどうでしょうか？ 

 

 

とかちに行かなきゃワイズじゃない。とにかく十勝に行こう！ 

 

来年、北海道の大地でお会いしましょう。北海

道の自然の恵みがあなたをお待ちしています。 

 

この森は子供達にとっても身近な存在であり、今では”木育”(木とふれあい、木に学び、木と生きる)

として様々な行事も行われる様になり YMCA の子供達も、この森のお世話になった様です。 

街中に暮らしていても、子供の時から自然環境が身近にあり、木に親しみふれあう事で豊かな心と自然を

大切にする気持ちが育める、この森を創ったそんな当時の市民の想いが、ひとつひとつ繋がってきている

のだと、お話を伺って嬉しくなりました。まさに”はぐくーむ”ですね^^。今後の活動も楽しみにしてい

ます。ちなみに今回お話して頂いた日月さんの語源は、一日(ついたち)のタチ、月末(つごもり)のモリで、

タチモリさんとの事、本当に珍しいお名前です。貴重なお話を本当にありがとうございました。 
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YMCA 幼保園・保育園 11 月の活動報告 

 

1・２歳児も
池田ワイズのマ
ジックショーを
楽しんでいまし
た。 

11月 14日（火）に日本キリスト教会帯広教
会、竹井牧師と池田ワイズと一緒に収穫感謝
礼拝を行いました。 

11 月 30 日、幼保園
年長組・年中組 21 名
が帯広栄光キリスト教
会を訪問し、クリスマ
ス礼拝を行いました。 

11月 17日、石
丸由理先生にオ
ンラインでリトミッ
クレッスンをして
いただきました。 

故増中文明ワイズのメネ
ット葉子さん、弟智宏ワイ
ズにお越しいただき机の贈
呈式を行いました。 
 
 
 

 

YMCAでは、幼保園のクリスマス発表会に向けてページェント（イエス・キリストの降

誕劇）に取り組む年長たいよう組・年中そら組の子どもたちの歌声が響き、早くもイエス様

の降誕を祝う暖かな雰囲気に包まれています。 

 今時期はご自宅でクリスマスの飾りつけをされている方も多いことと思いますが、

YMCA のクリスマス装飾にはパレスチナ自治区の YMCA がオリーブの木で製作したオー

ナメントがあります。パレスチナ自治区内にはガザ YMCA と東エルサレム YMCAが、エ

ルサレムのイスラエル領土にはエルサレム・インターナショナル YMCA が複雑な歴史を持

つパレスチナとイスラエルの人々の和解と平和構築に向けた活動を展開していました。し

かし、武力衝突が発生した 10 月７日以降、パレスチナは全域にわたってイスラエル軍に包

囲され、各 YMCA も活動停止状態となっています。「200 名以上の方々が避難するガザ

YMCAの施設も武装した兵士に包囲されている」という情報も入っており、一日も早く戦

闘状態が解消されることを願わずにはいられません。 

 パレスチナの人々への連帯を示し、具体的な支援を行うために YMCA ではパレスチナ支

援の募金活動を開始いたしました。困難の中でクリスマスを迎える人々に心を寄せてご協

力いただけましたら幸いです。 
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ＣＳ事業もち米贈呈 11 月 28 日(火) 20 箇所へ 2 班に分かれて９名が奉仕 

帯広盲学校 

帯広聾学校 
支援施設つつじ・愛灯学園 

作業所オークル 

福祉施設あさひ荘 

作業所はまなす 

就労支援あがり・框 

就労支援こんぱす 

就労支援クローバ

ー 

支援施設はちす・慈光学園 

音楽セラピー樹音 

支援施設光り園 

就労支援フリッパー 

就労支援ゆうゆう 
中札内高等養護学校 

作業所ひまわり 

就労支援笑心 グループホームいろどり 

       ひびき野  

帯広養護学校 


